
令和５年度
新任副看護師長研修

８月３日～８月４日



4年ぶりに集合形式で研修を開催しました。
場所は熊本総合病院の14階大会議室。

九州地区14病院中、12病院から
33名の副看護師長が受講しました。

「医療・看護・介護施策の動向とJCHOの使命である
地域包括ケアの推進」について学びました。
グループワークでは「副看護師長になって感じていること」
について意見交換しました。

副看護師長になって
ネガティブな事ばかり

じゃないよね

グループワーク
「副看護師長になって感じていること」



「ファシリテーションに関する基礎知識」
活水女子大学 看護学部 看護学科 幸 史子教授に
講義していただきました。

「看護師の責務とは」
「プレイングマネージャーとしての役割」
副看護師長に必要な知識、新たな知識や
気づきを得ることができました。



グループワーク
「副看護師長の役割を遂行するために何をすべきか」

副看護師長同士で話をすることで、安心すると共に
貴重な意見もあり、今後の参考になりました。
また、自分とは違った考えもあり知見が広がりました。



熊本総合病院14階からの景色 研修会場

アンケートより抜粋

＊ファシリテーションに関する基礎知識で講義してもらった内容や言葉に

肩の荷が下りたように感じました。

＊今抱えている問題に対し解決につながり、明日からの役割、目的、目標を

もつことができた。

＊副師長としてのこれから自分が求められること、役割が具体的に学べ

理解できました。

＊自分の悩み事が他の方と共有できて心が軽くなりました。

＊ポジティブに色々考えられる気持ちになった。

＊明日からの実践に活かせる内容の研修で、とても有意義に受講する

ことができました。


